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論文の内容および審査の要旨
　ガ ッタパ ーチャポイン トは半固形根管充填材と
して長い間使用 されてきたが,為 害性が指摘 され
るようになり,ま た臨床での使用に際 して細い根
管や湾曲根管への追従性に劣るため,そ れに代わ
る新 しい根管充填材 として固形根管充填材のポ リ
プロピレン製ポイン トが使用 されはじめた。 しか
しその安全性に関する報告はあまりなされていな
いことか ら,本論文ではポ リプロピレン製ポイン
トの安全性 を調べるため,ラ ット皮下結合組織へ
の埋入試験,細 胞毒性試験およびポイン トからの
無機成分溶出試験 を行い,ガ ッタパーチャポイン
トと比較検討 した。
　背部皮下結合組織への埋入試験にはウィスター
系雄性 ラッ ト12匹を用 い,ポ リプロピレン製ポ
イン トとしてフレックスポイン トRネオ(FP)と
ガッタパーチャポイン ト(ジッペラー〉(GP)を
1,3,7および14日間埋入 した。通法に従 って
固定,パ ラフィン包埋後,連 続切片を作製 し光学
顕微鏡にて,出 血,炎 症性反応,そ して線維性結
合組織による被包化についてスコア化 した。培養
細胞による毒性試験にはラット皮膚由来線維芽細
胞を使用した。FP,　GPを1,2および4週 間浸漬
したDulbecco's　modified　eagle　m diumに10%fetal
bovine　s rumを添加 して1,2お よび3日 間培養
後,Cell　Counting　Kitを用いて450nmで吸光 度
を測定 して生細胞数を計測 した。ポイン トからの
無機成分溶出試験 は滅菌蒸留水48mlにFPまたは
GPを12本ずつ浸漬 し,1,2および4週 間静置 し
たものを試験液 とした。誘導結合プラズマ発光分
光分析装置を用いてバ リウム,亜鉛,ビ スマス,
2009
鉄およびマグネシウムの無機成分溶出量を測定 し
た。統計学的検定にはMann-Whitney　U-testと
Student's　t-testを用いて行い,有 意水準は5%
とした。
　埋入試験の結果,炎 症性反応ではすべての観察
期間 において,ま た,被 包化では7お よび14日
後でFPのスコアはGPと比較す ると有意 に低かっ
た。細胞毒性試験でFPはコン トロール と比較 し
てすべての条件において有意差は認め られなかっ
た。無機成分溶出試験においてFPから亜鉛の溶
出は認め られず,バ リウムの溶出量はGPからの
約半分,ビ スマス,鉄 およびマグネシウムは同程
度の溶出量 だった。GPから溶出した亜鉛および
バ リウム量 はFPと比較 して有意に多かった。本
研究の結果か らFPはGPと比較 してより安全な根
管充填材であることが示唆された。
　本論文 の審査 は平成21年8月6日 に3名 の審
査委員によって行われた。まず,主 査が申請者 に
対 して論文内容の説明を求め,引 き続き,各委員
から質問があった。その主 な内容は,1)皮 下結
合組織への埋入試験における観察期間の根拠につ
いて,2)組 織学的所見の判定の基準はどのよう
にして決定 したか,3)細 胞毒性試験で用いた検
体の数について,4)細 胞毒性試験の結果でGP
を使用 した場合 に細胞がより増殖 した理由につい
てなどであった。
　 これらに対 して申請者からは満足すべき回答が
得 られ,本 研究に関 して十分な理解があることが
推察できた。本論文はポリプロピレン製ポイン ト
の安全性に関する一端 を明らかにしたもので,歯
内療法学分野の基礎研究 として意義 あるものと考
えられる。また,語 学試験 として本論文に関係す
る英文論文の和訳を行わせたが,十 分な英語力を
有すると認められ,合 格 とした。
　以上のことから本論文審査委員は学位を授与す
るに値すると判定 した。
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